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●今月号の主な内容 
“学童クッキング” 今年も57人が参加して …………………１ 

【開催予告】“いぶかのお月見会 2022” 10.8に予定 ………２ 

【協議会の動き】 定例会報告  …………………………………２ 

          伊深まちづくり協議会ホームページ  
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夏休み中の学童（放課後児童クラブ）

の活動を応援する“学童クッキング”が

今年も昨年に引き続いて、7.26（火）～

8.23（木）の間の 7日間、交流センター調

理室で行われました。 

伊深学童に通う児童が各回8人程度、合

わせて 57 人参加し、学童の先生たちの指

導を受けながら、夏野菜のカレーライス

づくりに取り組みました。 

児童たちはエプロン、三角巾、マスク

を持参し、慣れない包丁を使っての野菜

切りや盛り付け、皿洗いなど自分のでき

る仕事を見つけては終始楽しそうに動い

ていました。 

野菜が煮えたころには各自、自分の分

の固形ルウを１ケずつ投入し、できあが

るのを待ちました。 

そして予定どおりの時間に完成したカ

レーライスを食べた児童たちは口々に

“おいしい”といいながら完食していま

した。 
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 “学童クッキング”： 昨年に引き続いて57人が参加 
                          ―― メニューは 夏野菜のカレーライス  

    

▲じゃがいもの凹はどうやって切る？  ▲好き嫌いも聞きながら盛り付けしました。  ▲みんな、完食 ! ! 

 
 ▲作ったカレーやごはんが残らないように配膳。 

   

 ▲硬い人参を切るのはちょっとむずかしい。 ▲肉切りにも挑戦 
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                     多数ご参加ください。 

いぶかのお月見会  2022 
 

 

今年のコンサートは 3年前に好評を博した“童謡歌手 

西尾諭子（にしお さとこ）さん”を再びお迎えします。 

ぜひお子様連れでお出かけください。 

●主 催： 伊深まちづくり協議会 

●と き： １０月８日（土） 18:30～20:00 

●ところ： 伊深交流センター 

●内 容： お月見・コンサート・お月見だんごの紹介とふるまい 

●参加資格： どなたでも ただし≪事前予約制≫（先着 70名様） 

     【申込先】伊深連絡所 📞29-1395 【参加費】200円（中学生以下無料） 

※新型コロナの影響で開催を見合わせることもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月定例会（8.17（水））の
あらまし 

●協議：  
１．お月見会開催について 新

型コロナの情勢を注視しなが 

ら、10.8（土）に実施する方向で進めることと

し、詳細を検討した。 

２．伊深ごはん研究会関係 （１）学童クッキ

ングについて 7.26～8.23 の火・木 7 回で実施

することを了承した。 

 （２）伊深食堂については 9.20（火）に実施

する予定で、詳細は掲示板等でお知らせする

こととした。 

３．そばの種まき・刈り取りについて 8.20こ 

ろに実施する予定で進めることとした。 

●報告：  

 各種団体の当面の行事等について確認した。 

 

            

 

伊深まちづくり協議会だより     第 101号 

２０２２．９．１発行 （毎月 1回 1日発行）                               

発行責任者  伊深まちづくり協議会 会長 小林 喜典 

事務局   美濃加茂市伊深町９２７－１ 

伊深交流センター内 

電話 0574-29-1395  FAX 0574-29-0001 

 ※ ご意見・お問い合わせもこちらまで 

協議会 

の動き 

開催予告 

 

 

 

 

秋そばの種まき・春そばの刈り取り を行いました 

8.20（土）に秋そばの種まき、8.24（水）

に春そばの刈り取りを行いました。秋そば

は新たに正眼寺大門下の約 12aを借りて

“ごんべえ”で種まき、春そばは汎用コン

バインで刈り取りを行いました。 

  

ギャラリー伊深に手づく

りの看板設置 

交流センターロビーの壁

を利用して各種掲示を行

う「ギャラリー伊深」に

手づくりの看板が設置さ 

れました。下本郷の木澤猛さんが持ち前の技能

を発揮して製作されたもので、板は旧櫻井邸に

あったものを再利用しています。 

  


